
 

 
 

  

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもの やけど 
 

 子どもが花火をしている時にやけどを負う事故が起きています。そ

の半数以上は1～3歳の子どもだそうです。好奇心旺盛な子どもは何

でも触れたがります。花火は『火』を使っていることを意識し、事故

にならにように気を付けましょう。 

 

 ・小さい子どもには火のついた花火を一人で持たせない。必ず、大

人が付き添い、距離を置いて見せるなど工夫する。 

 ・肌の露出が多い服は火花でやけどをする危険が高まる。また、裾

が広がった服やスカートに着火する事故もあるので、花火をする

時の服装に注意する。 

 ・花火の風下には立たせない。風が強い場合、花火をやめる        

など 

 

★★★鉄板にも注意★★★ 

 夏は、バーベキューをする機会も増えますが、お子さんが鉄板を触 

ってやけどすることもあります。バーベキュー以外でも鉄板を使用す 

るときはお子さんから目を離さず、触れないように気をつけましょ 

う。 
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